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ランディー・タカキ彫刻展 

 

「The Way – 道」開催にあたって 

 

Randy Takaki 

 

 私はハワイ大学美術専攻絵画科を卒業しましたが、アカデミズムに違和感を

覚え、自分のアートを求め独自の探求を続けてきました。 

 

今回、いろいろな人との縁や偶然が重なり、日本のこの地で作品を展示でき

ることになったことは私にとって大きな喜びです。それは、かつてアカデミズ

ムからそれ、自分なりに歩を進めてきた道の延長上に今回のこの展示があると

感じているからです。 

 

また原田さんの来歴を知り、自分と似た道を歩まれたことに驚き、いまここ

で、作品が共に展示されて、彼の人生が自分の人生と重なったことにも格別の

感慨を抱いています。 

 

 私は Guardian（守護者）という呼び名で人々

に親しまれる作品を 25 年にわたり作り続けてき

ました。その目標とする数は 20,000 体です。現在

5,000 体を完成させました。これ以降の制作は原

田さんの作品や、日本のこの地での出会い、日本

の文化、伝統など多くのものからの影響を受けな

がらの制作となるだろうと感じています。 

 

 この地での展示のあとは九州、四国を旅する予

定をしております。この旅そのものが自分が信じた道筋の上での経験となり糧

なることを確信しており、今からとても楽しみにしています。 

 

 この展示に関わってくださったすべての人に感謝しています。 


